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 真核生物の mRNA に書き込まれた遺伝情報の翻訳は、一般的に、mRNA




（HAV）は、ゲノムとして保持する+鎖型一本鎖 RNA が 5'末端の cap 構造を
欠くため、宿主である真核生物が行う cap依存的翻訳制御を受けない。そこで、
HAV は mRNA の 5'非翻訳領域に存在する Internal Ribosome Entry Site
（IRES)を利用してリボソームを mRNA上に呼び込み、翻訳を開始させる。こ
の IRES依存的翻訳の活性化には、IRES trans-acting factors（ITAFs）と総
称される宿主因子を必要とし、HAVの場合、PTBや PCBP2が同定されている。














ト子宮頸癌由来培養細胞・HeLa）を用いた in vitro翻訳系を構築し、HAV IRES
依存的翻訳の解析を行った。その結果、肝臓細胞抽出液中で HAV IRES依存的
翻訳の翻訳効率が高いことが明らかとなった。また、HAV IRES依存的翻訳の












を生み出す要因の一つとして、HAV mRNA が受ける IRES 依存的翻訳制御に
着目し、その組織特異的な翻訳制御の解明に取り組んだ。 
本論文では、構築した HeLa細胞と Huh-7細胞の in vitro翻訳系を用いた解
析から、HAV IRES依存的翻訳は非肝臓細胞抽出液よりも、肝臓細胞抽出液に
おいて効率よく行われることが示されている。更に、HeLa細胞抽出液と Huh-7















 なお、本学位授与申請者は、平成 31年 1月 18日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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